
（関係部署等にご回覧下さい。） 

 

建設ロボットフォーラム ２００９ 

 － 未来をひらく人と環境に優しい建設ロボット － 

参加のご案内 
 

■会 期：２００９年（平成２１年）９月１０日（木） 

第１部（講 演）１３：３０～１７：００ （講堂） 

     第２部（交流会）１７：１０～１８：３０ （Ａ＆Ｂ会議室） 

■会 場：社団法人土木学会講堂（東京都新宿区四谷一丁目無番地、ＴＥＬ：０３－３３５５－３４４１） 

（ＪＲ中央線、地下鉄丸ノ内線・南北線「四ツ谷駅」下車徒歩５分） 

■主 催：建設ロボット研究連絡協議会、（社）土木学会建設用ロボット委員会 

■共 催：（社）日本建築学会、（社）日本ロボット学会、（財）先端建設技術センター、 

(社）日本建設機械化協会、（社）日本ロボット工業会（順不同） 

■参加費：５,０００円（交流会は主催者招待のため無料です。） 

■定  員：１２０名（定員になり次第締め切らせて頂きます。） 

■趣 旨： 

今般、(社)土木学会、(社)日本建築学会、(社)日本ロボット学会、(財)先端建設技術センター、(社) 

日本建設機械化協会、および(社)日本ロボット工業会の６団体で構成され、建設ロボットの研究・開発、 

普及の推進等を目的とした「建設ロボット研究連絡協議会」と「（社）土木学会建設用ロボット委員会」 

の共同主催による「建設ロボットフォーラム２００９」を開催することになりましたので、ここにご案内 

申し上げます。 

我が国におけるロボット技術（ＲＴ）、情報処理技術（ＩＴ）などの急速な進歩は、従来極めて困難とさ

れていた建設工事の分野における高度な自動化・ロボット化の実現を可能にしました。 

 また、建設分野における自動化・ロボット化への着実な歩みのもと、建設ロボットに対する社会的ニー

ズも高まり、現在はその特長を生かした効果的な活用が強く望まれています。 

 このような背景のもと、我が国における土木・建築をめぐる諸問題を踏まえて建設分野へのロボット導

入の課題と将来を展望いたします。 

 本フォーラムでは、建設ロボットへの適用が期待される最先端の技術研究の現状とその成果について、

我が国の当該分野の研究を代表する先生方にご講演を頂きます。 

さらに、特別講演として（財）リバーフロント整備センターの竹村公太郎氏に「１００年後の日本文明

に備えて－日本人のインフラ：ロボット－」と題してご講演頂く予定です。 

関連する各分野における関係各位の積極的なご参加を頂きますよう、お願い申し上げます。 

 

～～～～～～～～ 建設ロボットフォーラム２００９ 参加申込書 ～～～～～～～～ 

＊必要に応じて申込書をコピーし、１人１葉でＦＡＸ(又は E-mail:forum@jara.jp)にてお申し込み下さい。 

（社）日本ロボット工業会 建設ロボットフォーラム事務局 行（ＦＡＸ：０３－３５７８－１４０４） 

申込締切：平成２１年８月３１日（月）必着 

(ﾌﾘｶﾞﾅ) 

機 関 名 

 

 

所属・役職  

(ﾌﾘｶﾞﾅ) 

氏  名 

 

 

住  所 
〒 

 

ＴＥＬ  

ＦＡＸ  

E-mail  

必要書類 
必要なものに○をお付け下さい。 

１．請求書   ２．見積書   ３．納品書         通ずつ 

なお、お申込を確認の後、参加費のお振込銀行口座をお知らせするとともに必要書類・登録証をお送り

致します。 


